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第５２回新千歳空港の２４時間運用に関する苫小牧市地域協議会 

・日 時 令和４年８月２２日（月）１８：３０～２０：００ 

・場 所 植苗ファミリーセンター 

・議 題 

（１）新千歳空港における最近の動向について 

（２）令和３年度航空機騒音測定結果等について 

（３）住宅防音対策の進捗状況等について 

（４）地域振興対策の進捗状況等について 

（５）新千歳空港周辺地域振興基金について 

（６）その他 

◎地域委員 出席者（２０名） 

◎北海道（５名） 

◎苫小牧市（６名） 

◎公益財団法人 新千歳空港周辺環境整備財団（２名） 

◎北海道エアポート株式会社（４名） 
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１．開  会 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、定刻となりましたので、ただいまから、

第５２回新千歳空港の２４時間運用に関する苫小牧市地域協議会を開催いたします。 

 本日の協議会は、お手元に配付しております次第に基づき進めさせていただきます。 

 

２．あいさつ 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、開催に当たりまして、北海道交通企画監

からご挨拶を申し上げます。 

●北海道（交通企画監） 皆様、おばんでございます。 

 本日は、お忙しい中、このようにお集まりいただきまして、心から感謝申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症が大変流行しておりますので、大変恐縮ですけれども、着座

にてご挨拶させていただきますことをお許しください。 

 本日お集まりの委員の皆様方には、日頃から新千歳空港の２４時間運用をはじめ、道の

航空行政に大変ご理解とご協力を賜っておりますことに、この場を借りまして重ねてお礼

申し上げる次第でございます。 

 さて、新千歳空港におきましては、令和３年度の旅客数が前年度の値に比べまして４割

増の約９２３万人と、回復の傾向を見せております。また、７月には、ＡＩＲＤＯの福岡

線の新規就航や大韓航空などによります韓国・ソウル線の再開など、道内経済にとって明

るい話題が出てきているところでございます。 

 一方で、現在、新型コロナウイルス感染症につきまして、全国各地で感染拡大が続いて

いる状況にありまして、北海道では、「ＢＡ．５対策強化宣言」ということで、８月１０

日から３１日までの間、「夏の感染拡大防止パッケージ」といたしまして、保健・医療提

供機能の十分な発揮、それから、感染防止行動の徹底とワクチンの接種、感染防止対策と

社会経済活動の両立という３つの取組を懸命に実施しているところでございます。 

 今後も、引き続き、この感染防止に努めながら、道内、そして道外への移動など、航空

需要の拡大を進めまして、新千歳空港に活気が戻ってくるように一丸となって努力してま

いりたいと考えております。 

 いずれにしましても、新千歳空港の２４時間運用の推進につきましては、ここにいらっ

しゃる皆様を含めまして、地域の皆様のご理解とご協力が何よりも大切であると認識して

おりまして、このコロナ禍におきましても、３０枠合意において皆様にお約束いたしまし

た住宅防音対策、地域振興対策につきましては、市、財団との連携の下に着実に進めてま

いる所存でございます。 

 本日の地域協議会におきましては、皆様からの忌憚のないご意見を頂戴したいと考えて

おりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 続きまして、苫小牧市副市長からご挨拶を申し上げ

ます。 
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●苫小牧市（副市長） 皆さん、どうもおばんでございます。 

 本日は、大変お忙しい中、また、夜分にもかかわらずご出席をいただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

 地域協議会委員の皆様におかれましては、新千歳空港の２４時間運用に関しまして、常

日頃よりご理解とご協力を賜っておりますことに改めて感謝を申し上げる次第であります。 

 さて、新千歳空港を取り巻く状況につきましては、ただいま交通企画監からもお話があ

りましたとおり、大変厳しいものとなっておりますが、本年７月には大韓航空が新千歳－

ソウル線を再開するなど、明るい話題も徐々に出始めてきており、本市といたしましても、

北海道エアポートなどと連携を図りながら、一日も早い航空需要の回復に努めてまいりた

いというふうに考えております。 

 また、皆様とお約束をさせていただいている住宅防音対策、地域振興対策につきまして

は、北海道、新千歳空港周辺環境整備財団と連携を図りながら事業を進めているところで

ございますが、今後とも皆さんのご意見を賜り、着実に実施をしてまいりたいと考えてお

ります。 

 改めまして、委員の皆様方には、地域協議会の開催に対しますお礼と協議へのご協力を

心からお願い申し上げまして、簡単ではありますが、冒頭のご挨拶とさせていただきます。 

 本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） この後につきましては、座って進めさせていただき

ます。 

 

  ◎事務連絡 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 本日の協議会開催に当たりましては、新型コロナウ

イルスの感染拡大防止対策として、検温、マスクの着用、会場内の換気、マイク等の消毒

徹底などの取組を実践しての開催となりますので、よろしくお願いいたします。 

 また、万が一、本日出席された方で感染が分かった場合には、お手数ですが、苫小牧市

空港政策課までご連絡をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

３．議  事 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、早速、３の議題に入ります。 

 （１）「新千歳空港における最近の動向について」を議題といたします。 

 北海道及び北海道エアポート株式会社から説明いたします。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） それでは、まず初めに、議題の１つ目になっ

ております新千歳空港における最近の動向につきましてご説明申し上げたいと思います。 

 資料の１ページになっております。資料１－１、「新千歳空港における最近の動向につ

いて」をご覧いただきたいと存じます。 

 まず、資料の上段になっております１の「深夜・早朝時間帯における定期便の状況」に
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ついてでございますけれども、この資料では、令和４年７月までの運航実績について整理

をさせていただいております。 

 今年度の夏ダイヤにおきましては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響を

受けていた昨年度と比較いたしまして、２便増加し１日最大６便の運航というふうになっ

ております。 

 次に、下段の表になっております。２の「深夜・早朝時間帯における国際臨時・チャー

ター便の状況」についてでございますが、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響と

いったことがございましたことから、令和２年度以降、本年７月末までの運航はなかった

ところとなっております。 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響が長期に及ぶ中、今後とも深夜・早朝時間帯の発

着枠の有効活用に向けまして、道といたしましても、航空路線の需要を高めていくことが

できるよう取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、２ページの資料１－２「新千歳空港の近況について」でございますが、こちらの

資料に関しましては、北海道エアポート株式会社からご説明をいただきたいと思っており

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

●北海道エアポート株式会社（地域共生担当次長） 改めまして、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 私事でございますが、今年の３月に入社いたしまして、まだ半年も経っておりません。

しかしながら、２月までは航空自衛官として千歳基地の航空自衛隊第２航空団司令部に勤

務しておりました。同じく航空業ということで、地域住民の皆様方のご理解なくして基地

の運営、空港の運営は成り立たないというふうに強く認識している次第でございますので、

どうか引き続きよろしくお願いいたします。 

 それでは、着座させていただいてご説明申し上げます。 

 新千歳空港の近況につきまして、資料１－２でございます。 

 本年の発着便数についてですが、国内線につきましては、東京便を中心に復便が続きま

して、対前年度比で最大２倍と増加傾向で推移しておりますが、コロナ前と比較しますと

２０１９年比で７割から９割程度となっております。 

 国際線につきましては、約２年４か月の間、全路線で運休しておりましたが、皆さん報

道等でご存じのとおり、７月１７日にソウル近郊、仁川空港との運航が再開されておりま

す。 

 なお、中国、台湾等への貨物便の運航は、コロナ禍の状況でもありながら、細々と継続

されている状況であります。 

 続きまして、下段に移りますが、旅客輸送実績についてであります。 

 国内線では、ワクチンの普及や自治体等による観光需要喚起施策等の影響と見られる移

動増によりまして、旅客数が前年を上回る水準で推移しております。しかしながら、期間
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中、コロナ前と比較しますと７割に満たず、厳しい状況と言えます。 

 また、国際線につきましては、先ほどもありましたとおり、仁川便と同様、今後の運航

再開に期待したいところでございます。 

 北海道エアポートからは以上でございます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等は

ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 最後にその他のところでまとめて質問されても結構

でございますので、次へ進めさせていただきます。 

 次に、（２）「令和３年度航空機騒音測定結果等について」を議題といたします。 

 北海道から説明いたします。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） 引き続きご説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 それでは、議題の２つ目となってございます令和３年度航空機騒音測定結果等につきま

してご説明を申し上げます。 

 資料につきましては、３ページ、資料２－１、「令和３年度航空機騒音測定結果につい

て」という資料をご覧いただきたいと存じます。 

 航空機騒音の測定局につきましては、苫小牧市内に北海道が設置しました植苗局やウト

ナイ局など９局、それから、苫小牧市が設置をしております琥珀荘局など６局、計１５局

ということになっております。 

 この表の右側になりますが、年間Ｌｄｅｎ値と民航Ｌｄｅｎ値の二つを記載させていた

だいております。 

 年間Ｌｄｅｎ値につきましては、千歳飛行場を離着陸する自衛隊機を含む全ての航空機

騒音を集計した結果というふうになっております。 

 また、民航Ｌｄｅｎ値につきましては、自衛隊機の離着陸のなかった日といったものを

民航機のみの航空機騒音を測定した日とみなしまして集計をした結果というふうになって

おります。 

 なお、苫小牧市内におけます測定結果につきましては、表の下段のほうになっておりま

すが、太枠で囲った部分であり、令和３年度におけます民航Ｌｄｅｎ値につきましては、

令和２年度と同様に、いずれの局におきましても、対策の目安となります環境基準、表の

ちょうど中央部に記載している（参考）Ｌｄｅｎ換算値がございますけれども、それを全

て下回っているところでございます。 

 続きまして、４ページをご覧いただきたいと存じます。 

 資料２－２、「令和３年度遅延便の深夜・早朝時間帯使用状況について」という資料に

つきましてご覧いただきたいと思います。 
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 この資料におけます遅延便の定義につきましては、地域の皆様にお認めいただきました

深夜・早朝３０枠以外の便で、出発ないし到着が予定より遅れたことに伴って、深夜・早

朝時間帯を使用した便というふうになっているところでございます。 

 まず、資料の１の「航空会社別便数」についてでございますけれども、表の一番右にあ

りますとおり、令和３年度の遅延便は全体で１７０便となっております。航空会社別で申

しますと、ＡＩＲＤＯが６４便ということで一番多くなっておりまして、全体の約３８％

を占めているといったような状況となっております。 

 次に、その下にございます、２の「遅延理由別便数」についてでございます。 

 令和３年度につきましては、天候による遅れといったものが一番多く、８８便というふ

うになっておりまして、全体の約５２％を占めるといった結果となっているところでござ

います。 

 下にグラフがございますけれども、赤色でお示ししている部分になりますが、１月の遅

延が一番多くなっております。これは、大雪の影響によるもの等が主な要因というふうに

なっているところでございます。 

 それから次に、一番下段の３の「時間帯別便数」についてでございます。 

 例年、２２時から２２時１９分の２０分以内の遅延が大変多くなっておりまして、令和

３年度も同様でございます。この時間帯での遅延が７４便というふうになっておりまして、

全体の約４４％を占めているといった状況となっております。 

 また、２２時台の遅延便、表の左から三つ目まで、こちらのほうを合計いたしますと１

３９便というふうになっておりまして、全体の約８２％を占めているといった状況となっ

ております。 

 次に、資料の５ページ目、資料２－３、「千歳市側と苫小牧市側の着陸の状況について」

といった横表をご覧いただきたいと考えております。 

 この資料につきましては、千歳市側にございます旭ヶ丘局、苫小牧市側にある植苗局の

それぞれの測定局の測定値から着陸方向を判断いたしまして、朝の７時から２１時５９分

までの間、それから、２２時から翌朝６時５９分までの間のそれぞれの時間帯に分けて回

数をカウントさせていただいております。 

 新千歳空港を発着する航空機につきましては、空港を離陸後、東京方面をはじめとして、

目的地に向かって南下する便が非常に多くなっており、千歳市側から離陸した場合、離陸

後、目的地である南側に旋回して苫小牧市側へ向かうといったようなこととなっておりま

す。 

 そのため、苫小牧市側の測定局においても、千歳市側からの離陸に係る騒音を計測する

といったことが往々にしてございまして、離陸数につきましてはなかなか正確に把握する

ことができないことから、本日お示ししている資料につきましては、これまでと同様、着

陸数のみに着目して整理したところとなっております。 

 それでは、資料の上の表をご覧いただきたいと存じます。 
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 令和３年度の着陸数についてでございますけれども、全体で千歳側が２万６,６１１回、

苫小牧側が１万２，８５１回となっておりまして、比率で申し上げますと、千歳側が約６

７％、苫小牧側が約３３％というふうになっております。 

 これを時間帯別に見た場合、７時から２１時５９分まででは、ちょうど表の真ん中の欄

になっておりますけれども、千歳側から２万６，２６４回、苫小牧側が１万２，６９０回

となっておりまして、比率では千歳側が約６７％、苫小牧側が約３３％というふうになっ

ております。 

 また、２２時から翌朝６時５９分までのいわゆる深夜・早朝枠につきましては、千歳側

が３４７回、苫小牧側が１６１回となっておりまして、比率で申し上げますと、千歳側が

約６８％、苫小牧市側が約３２％というふうになっております。 

 離陸につきましては、先ほど説明申し上げたとおりでございまして、正確な数字を把握

しかねるといったところですけれども、下の点線で囲っている部分で若干補足させていた

だいておりますとおり、千歳側の離陸回数が苫小牧側の着陸回数とほぼ同数であろうとい

うところで、約１万２，９００回、それから、苫小牧市側の離陸回数が、先ほどと同じよ

うに千歳側の着陸回数とほぼ同数であろうといったところで、約２万６，６００回、こう

した形で我々のほうでも推計しているところでございます。 

 令和３年度航空機騒音測定結果等に関する説明は以上でございます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、

ご質問等はございますでしょうか。 

 Ａ委員、お願いします。 

●Ａ委員 ちょっと伺うのですが、この遅延便の件です。 

 このデータ収集はいいのですけれども、遅延便の各航空会社にどういう指導をされてい

るのかなと思っての質問でございます。 

●北海道エアポート株式会社（地域共生部長） 遅延便については、航空会社のほうに、

やはり協定に基づいてしっかり運営するように申し伝えております。ただ、いろいろな事

情で遅れることがありまして、皆さんのご意見なども踏まえながら、今後また対応を考え

ていきたいと思っております。 

 以上です。 

●Ａ委員 この圧倒的な遅延の原因が天候ということになっているのです。今日の資料に

はありませんが、苫小牧市から毎月送ってきていただいている令和４年６月の遅延便は４

１件。５分、１０分遅れている遅延というのはやむを得ないのかなと思う。ただ、６月２

４日のＡＩＲＤＯ、これなんかは、２１時４５分到着予定で０時３７分、これだけ遅延し

てまで飛んでくる理由は天候だけではないのですよね、これは。書いているのは機材の故

障だけか何だとかで、今日の資料にはありませんよ。今年の６月の話ですから。だけど、

こういうことを分かっていて、６月２６日のＪＡＬ、到着便が１９時、これが２３時２３

分、こういう２時間も３時間も遅れて飛んでくるなんていうのは、もう遅延が分かること
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を想定しながら飛んでくるというのはどういう考えなのかなと。 

 この２つだけ言いましたけれども、この中にまだ６月の状況で１時間以上遅れているの

が何便かあります。５分、１０分なら、それは天候などの状況でフライトが遅れたという

のは仕方ないのかなと思っています。だけど、２時間、３時間を遅延するということは、

遅れても許してもらえると勝手に思っているエアラインがまだいらっしゃるのかなという

感じです。 

 やはり、決まったルールで飛ばない航空会社は、これは天候じゃないですからね。横に

書いてあるのをそちらで分かっていると思うのですけれども、機体の整備だとか何とかと

みんな書いてあるのですよ。天候じゃないのですよ。これは６月ですから。 

 これは、昨年までの資料に基づいて今日はやっていますけれども、その後もこうやって

飛んでくるというのは、６月は４１便です、遅延。いかにおかしいのかなと。 

 もう一つ、これはそちらで分かっているかもしれませんが、千歳が６７％の着陸と言っ

ています。千歳でも、馬追側、長沼から来るエアラインも多いかもしれませんけれども、

今、自動誘導装置で早来上空からぐるっと回って千歳側までおりる、駒里上空、祝梅まで

行くか行かないか、みんなこれは千歳側となっていると思うのです。 

 だから、苫小牧のほうが３０何％と数少ないのですが、圧倒的に、千歳は２つのルート

で民航機は降りていると思うのです。そこら辺もどういうふうなデータを収集されている

のか、分かれば教えていただきたいと思います。 

●北海道エアポート株式会社（地域共生部長） では、データのほうは私から、統計のほ

うは北海道からお願いします。 

 まず、騒音につきましては、航路下の皆様に本当に大変なご迷惑をかけ、お詫び申し上

げます。申し訳ございません。 

 今、委員からもご説明があったように、天候以外の要因で遅れていることもあるだろう

と思っております。そういう意味で、我々のほうとして、今日ご意見いただいたことを踏

まえて、エアラインのほうにしっかり、関係機関の皆様と打合せをさせていただきながら

申入れを行いたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） 数字のほうの関係でお答えさせていただきま

す。 

 国交省の新千歳空港事務所、ＣＡＢとお話をさせていただいたことがございましたけれ

ども、離着陸の方向につきましては、どうしても風向きによる変動といったものが要因と

なっていると聞いております。逆に、それ以外の要因というのはなかなかないという話も

伺っているところでございまして、令和３年度の１日当たりの風向きにつきましては、南

風が多かったというようなこともお聞きしているところなものですから、千歳側からの離

着陸数が多かったのかなと我々のほうは考えているところでございます。 

●Ａ委員 私だけ言っていてもあれですので、それでいいのですが、言っている意味が全

く違うのです。自動誘導装置で千歳側から着陸するということは、早来、駒里という防音
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工事をやらないエリアをぐるっと通って降りていると思います。今言っている祝梅だとか

あちらのほうをずっと来るのは、長沼からずっと降りて千歳側から街を縦断して降りてく

るので、千歳の防音工事をずっとやられていると思うのですよ。だから、千歳側からとい

うのは２パターンの降り方があると思うのです。今は分からないでしょうけれども、それ

を聞いたまでなのです。 

 僕らは、職場上、千歳で見ていますけれども、そういう飛び方をしています。離陸も着

陸もそういうやり方をしているのが現実ですから。今後、次回まででもよく調べてみてく

ださい。 

 以上です。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） ただいま委員のほうからいただいたご意見も

踏まえて、こちらのほうでも再度確認しながら報告できるようにしたいと考えております。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） よろしいでしょうか。 

 ほかにございますでしょうか。 

 Ｂ委員、お願いします。 

●Ｂ委員 今出されたものの結果は必ず次の会合で報告してください。そうでないと意味

がない。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 回答につきましては、地域協議会が原則年２回とい

うことになっているので、大分時間が空いてしまいますので、情報が入りましたら市のほ

うに連絡いただきまして、次の航空機騒音対策協議会のほうが早く開催されますので、そ

こで結果のほうは報告させていただきます。よろしいでしょうか。 

●Ｂ委員 この会議は１年に２回やらなきゃならないのではないですか。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） この会議でも報告しますけれども、早目にご連絡す

るという意味で、１１月の航空機騒音対策協議会で先に報告したいと考えています。 

●Ｂ委員 やはり、ここに顔を出した人の耳に入れてもらわないと意味がないと思う。だ

から、この次の地域協議会は年内にもう一回必ずやってほしい。２回やることになってい

る。我々のように、飛行機の離陸の直下にいる者は、本当にやむなく協力しているので、

それを言葉のあやでごまかしては駄目だ。要求されたことはきちんと答えを出して報道に

入れてもらわないと、その年度の動きが分からない。 

 以上です。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 地域協議会の開催時期については、また地域の方々

とご相談させていただいて、しっかり地域の方々に報告させていただきます。 

 そのほかにございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） ないようでございますので、続きまして、（３）「住

宅防音対策の進捗状況等について」を議題といたします。 



 - 10 - 

 北海道から説明いたします。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） それでは、引き続きご説明をさせていただき

ます。議題の３つ目になっております。資料では、６ページの資料３「住宅防音対策の進

捗状況等について」をご覧いただきたいと存じます。 

 まず、１の「令和３年度の実績等について」でございます。 

 表の中央、太枠で囲まれました苫小牧市の部分をご覧いただきたいと考えております。 

 表の中の数字につきましては、高齢者優先枠を含めた数字というふうになっております

けれども、意向調査で回答がありましたのが、一般住宅で２７７件、世帯数で２８４世帯

となっており、集合住宅では同じく８件、８１世帯となって、合計で２８５件、３６５世

帯というふうになってございます。 

 工事の実績につきましては、一昨年度の令和２年度までに、一般世帯で９１件、９２世

帯、集合住宅で２件、３２世帯、合計で９３件、１２４世帯の工事を実施しているところ

でございます。 

 令和３年度、昨年度につきましては、苫小牧市につきましては一般世帯のみというふう

になっており、２１件、２１世帯の工事を実施しているところでございます。令和４年度

につきましても、一般世帯で、１６件、１６世帯の工事を予定しているとところでござい

ます。 

 今年度末までには、現時点の予定ではございますけれども、一般住宅で１２８件、１２

９世帯、集合住宅で２件、３２世帯、合計では１３０件、１６１世帯というふうになる見

込みとなっておりまして、実施率で申し上げますと、件数で４５．６％、世帯数で４４．

１％というふうになる見込みとなっております。 

 なお、令和４年度実施分に係ります８月１日現在の着工状況についてでございますが、

資料には特段書いておりませんけれども、今現在、８件、８世帯、既に着工しているとこ

ろとなっております。 

 全体の合計件数につきましては、苫小牧市の下に合計の欄がございますが、件数で８８

７件、世帯数で１，２５４世帯となってございまして、全体の件数で４１％、世帯数で４

２．５％というふうになる見込みとなっているところでございます。 

 次に、その下の下段の表、２の「高齢者優先枠の令和３年度までの実績等について」で

ございます。 

 令和３年度に、一般住宅で６件、６世帯で工事を実施しているところでございまして、

今年度、令和４年度から６年度の計画数につきましては、現在のところ、７件、７世帯を

実施するといった予定で考えているところでございます。 

 なお、令和元年度の協議会の席上でもご報告申し上げておりましたけれども、道内７空

港の一括民間委託に際しまして、運営事業者でございます北海道エアポート株式会社から、

住宅防音対策費用の一部につきましてご負担いただいているところとなっております。現

在までのところ、令和２年度から実施させていただいております高齢者優先枠、こちらの
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実施に要する費用に充てさせていただいておりまして、今年度の現地調査実施分、工事事

業年度では令和５年度の実施の予定でございますけれども、こちらまでの工事費用という

ことで優先的に充てさせていただきたいというふうに考えているところでございます。 

 次の７ページ目をご覧ください。 

 ３の「令和４年度の現地調査について」という表になっております。 

 こちらのほうにつきましても、高齢者優先枠を含めた数字というふうになっているとこ

ろでございますけれども、現地調査につきましては、４月１８日から２２日までの間の第

１次調査を行いますとともに、若干間隔が空きましたけれども、８月２２日、まさに本日

から２６日までの間で１０件を予定しているところでございます。併せまして、今年度１

１件の現地調査を予定しているというような状況となっているところでございます。 

 次に、その下、中段にございます住宅防音工事の流れにつきまして、例年ご説明させて

いただいておりますが、改めてご説明申し上げたいと考えております。 

 公益財団法人新千歳空港周辺環境整備財団のほうでは、皆様から提出いただきました意

向調査表に基づきまして、評価基準により順位付けを行っている状況となっております。 

 対象者の工事予定時期前年度におきまして、財団のほうから候補住宅通知書なるものを

送付いたしまして、順次、現地調査のほうを実施しております。現地調査終了後、年度内

に地域の皆様が設計事業者の方と契約していただきまして、設計を行った後、翌年度から

工事を実施するという流れでございまして、この手続の流れにつきましては、これまでと

変更していないところとなっております。 

 なお、工事予定時期等につきましては、詳しくは財団のほうまでお問合せいただければ

と考えているところでございます。よろしくお願いいたします。 

 それから次に、その下にございます参考欄です。新千歳空港周辺環境整備財団の組織図

を記載しておりますが、昨年からの変更点といたしまして、組織体制の上に理事会が９名

と表記しているところがあるかと思いますが、これまで財団の理事というのは１０名体制

でございました。本年６月の役員改選に伴い、理事が１名減の９名となっているところで

ございます。 

 住宅防音対策の進捗状況に関します説明は、以上でございます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、

ご質問等はございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） ないようでございますので、続きまして、（４）「地

域振興対策の進捗状況等について」を議題といたします。 

 北海道及び苫小牧市から説明いたします。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） それでは、議題の４つ目になっております地

域振興対策の進捗状況につきましてご説明を申し上げたいというふうに思ってございます。 
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 資料につきましては８ページになります。資料４－１の「地域振興対策の進捗状況等に

ついて」をご覧いただきたいと存じます。 

 既に皆様方はご承知の部分もあるかと存じますが、事業の概要等ということで、改めて

各地区の状況を一覧で整理しておりますので、上から順に説明をさせていただきたいと考

えております。 

 まず初めに、植苗地区についてでございます。１つ目の「公営（道営）住宅の整備」に

ついてでございますけれども、これは植苗地区の星ヶ丘団地内に道営住宅を整備するとい

ったものとなっております。 

 現在までに第３期までの整備が終了いたしまして、全２３戸まで整備を終えているとこ

ろでございます。７月１日現在で２２戸のご入居をいただいているといった状況となって

おります。 

 ４期目の整備につきましては、この後、資料４－２のほうで個別に説明をさせていただ

きたいと思います。 

 次に、「道の駅関連施設の整備」についてでございます。 

 ウトナイ湖を臨む展望デッキにつきまして、平成３１年３月に供用開始というふうにな

っているところでございます。 

 その下、「冷暖房機器等の設置」についてでございますが、令和３年度までに、小計の

欄に数字を記載してございますが、５６件、冷暖房機器等の設置を実施しているところと

なっております。令和４年度につきましては、今のところ、１１件の実施見込みというこ

とで考えているところでございます。 

 次に、その下、「住宅建設が可能となる区域の拡大の検討」についてでございますが、

平成２８年１１月に、苫小牧市におきまして、星ヶ丘地区の地区計画の告示を行っている

ところとなっております。 

 次に、その下の沼ノ端地区についてでございます。 

 「複合施設の整備」ということで、平成３０年１０月に沼ノ端交流センターが供用開始

されているところでございます。現在、その下にございます「文化交流施設の整備」とい

うことで、新たな文化情報を発信する拠点施設として、図書館機能と地域福祉の拠点機能

を併せ持った文化交流サロンを現在整備中でございます。 

 この施設に関しては、後ほど、資料４－３に基づきまして苫小牧市のほうから説明いた

だく予定としております。 

 最後になりますが、勇払地区の「総合福祉会館の整備」についてでございます。 

 こちらにつきましては、平成２９年１２月に供用開始をしているところでございます。 

 資料４－１につきましては以上でございます。 

 続きまして、資料４－２、９ページになっておりますが、「植苗地区道営住宅（第四期）

の整備状況について」という資料をご覧いただきたいと存じます。 

 まず、１の「整備場所」につきましては、植苗地区の星ヶ丘団地内というふうになって
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おりまして、２の「整備戸数等」にありますとおり、第４期では、木造平屋建て２棟６戸

を整備するといった計画となっております。その内訳につきましては、後ろに括弧書きで

記載しておりますが、現在のところ、３ＬＤＫ１戸、２ＬＤＫ５戸を予定しておりまして、

全体としまして、第１期から第４期まで全２９戸を整備する予定となっているところでご

ざいます。 

 次に、「第４期の整備状況」ということで、今後の予定ということで記載をさせていた

だいております。 

 本年度につきましては、現在、４期目の土地購入に向けまして、鑑定評価などの諸手続

のほうを進めているところでございます。その後、年度内を目途に工事公告、入札、契約

などを行う予定としておりまして、契約後、速やかに本体工事に着工、それから、令和５

年度中に建物が完成予定というふうに現在のところ考えているところでございます。 

 工事の完成の時期、詳細なスケジュールにつきましては、現在、庁内で協議を進めてい

る状況となっておりますが、これまでと同様に、地域の皆様方のご意向を伺いながら進め

てまいりたいというふうに考えております。 

 これに併せまして、入居者募集などの手続を行っていくことになるというふうに考えて

おりますが、この入居者募集の時期、方法等につきましては、３期目の入居者募集の際に

皆様からいただいたアドバイス等を念頭に置きながら、子育て世代に配慮した募集方法で

すとか、その時期につきまして、これまで道営住宅建設に多大なご協力をいただいており

ましたＢ委員等をはじめ、地域の皆様方に改めてご相談、ご助言をいただきながら、適切

な時期に実施してまいります。引き続きのご協力をいただきたいというふうに考えている

ところでございます。 

 地域振興対策の進捗状況等に関する道からの説明は以上でございます。 

 ４－３につきましては、引き続き苫小牧市のほうにお願いしたいと存じます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、私のほうから、「東開文化交流サロンの

整備状況」について説明させていただきます。 

 資料の１０ページ、資料４－３をご覧願います。 

 こちらは、昨年１０月の地域協議会以降の動きと今後の予定などについて記載しており

ます。 

 初めに、資料上段の令和３年度につきましては、昨年１２月の市議会において「苫小牧

市東開文化交流サロン設置条例」が議決され、本年１月からは指定管理の募集要項を公表

し、３月までに４団体から申請をいただき、その後、資料中段の、令和４年度になります

が、６月に指定管理者を決定しております。 

 指定団体は「Social Library Platform東開町」、代表者は「社会福祉法人ゆうゆう」と

いいまして、石狩郡当別町を拠点として、障がい者施設などを運営している会社でござい

ますが、新たな発想で地域などと連携し、誰でも気軽に集まれる施設運営などを行ってい

る事業者でございます。 
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 構成員につきましては、株式会社図書館流通センターといいまして、中央図書館の指定

管理をしている事業者でございますけれども、ここを加えた共同事業体で施設管理を行っ

てまいります。 

 なお、今後につきましては、１１月初旬に工事を終えて、備品や図書などの搬入作業を

行い、１２月のオープンに向けて準備を進める予定でございます。 

 資料下段には、平面図及び建物概要を掲載しておりますので、後ほどご覧いただければ

と思います。 

 私からの説明は以上でございます。 

 それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等はございますでしょうか。 

 Ａ委員、お願いします。 

●Ａ委員 まず、北海道に、道営住宅が令和５年度ということは、入るのは令和６年度に

なるということで理解していいのですね。 

 それで、この３ＬＤＫが１戸と２ＬＤＫが５戸ということで、最後になるのかなと思う

のですが、やはり、子育ては３ＬＤＫがいいと、今入っている方々は、お子さんがいる方

はそう言っているのが現実なのです。だから、当初の計画どおりになっていくのか、今、

入っている方の要望はそういうことだということです。 

 多分、これは１年間遅れると理解したほうがいいということですね。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、北海道からお願いいたします。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） お答えさせていただきたいと思います。 

 建設年次につきましては、令和４年度から５年度ということで、継続事業でやらせてい

ただきたいというふうに考えているところでございます。 

 入居につきましては、第３期のときの入居のタイミングが大体２月とか３月といった形

で、地域のご意向、Ｂ委員のご意向等も踏まえながら、若者世代が入れる、子育て世代が

入れるといったことに配慮しながら設定させていただいた経緯もございますことから、今

回につきましても同様の形で設定させていただきたいというところを踏まえて、現在、ス

ケジュールの検討を進めているといったところでご理解いただきたいと考えております。 

 それから、もう１点、ご要望のございました、３ＬＤＫ１戸、それから、２ＬＤＫ５戸

の現在の整備計画についてでございますけれども、現在、間取りの変更ということで、３

ＬＤＫをもうちょっと増やせないか、地域の要望としては３ＬＤＫのほうが子育て世代と

しては使いやすいといったようなご要望をいただきましたものですから、一度、こちらの

ほうも一旦持ち帰った後、設計変更の手続なんかの関係もございますので、それに合わせ

たスケジュールの修正といったことも出てくるものですから、改めて検討させていただい

た後に、検討結果につきましてご報告させていただけないかというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） よろしいでしょうか。 
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●Ａ委員 分かりました。 

 苫小牧市に、去年も２回はコロナでやれませんでしたので、あえて申し上げます。 

 第５１回の苫小牧地域協議会で、この地区の植苗・美沢地区土地利用計画は２０年間、

もう終わっているわけなのです。次期計画策定についてということで５１回目のときに言

われておりました。どんな形で、どんなメンバーで、どういうふうに、どのくらい、今回

で２０年もたった計画を立てるのか、何も見えてこないのだけれども、１年たって、いつ

頃からやろうとこの地区で考えているのか。道営住宅を含めて航路下で一番最後の振興策

になるのですが、どんな考えでおられるか、聞かせていただければなと思います。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 植苗・美沢地区土地利用計画につきましては、昨年

の２月に役員会の場をお借りして、現状と今後の考え方等を一度説明させていただいて、

ご意見をいただいたのですけれども、少し言い訳になってしまいますが、コロナの影響も

ありまして検討がなかなか進んでおらず、まだお示しできないということは大変申し訳な

く思っております。 

 この辺に関しましては、今後、できるだけ早急に地域の方々にいろいろなことを、植苗・

美沢地区を将来どうしていくのかというところに関しては、行政だけで考えるのではなく、

地域の方々のご意見もしつかり聞きながら、その辺は早急に取りかかってまいりたいと思

いますので、ご理解をいただければと思います。 

 以上です。 

●Ａ委員 よろしくお願いします。 

 これは北海道の皆さんにも関わるのかなと思いますから、よろしくお願いいたします。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 植苗・美沢地区土地利用計画は、北海道とも相談し

ながらつくる形になりますので、その辺は一緒になって取組んでまいりたいと考えており

ます。 

 そのほかにございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） ないようでございますので、続きまして、（５）「新

千歳空港周辺地域振興基金について」を議題といたします。 

 北海道から説明いたします。 

●北海道（新千歳空港周辺対策担当課長） それでは、議題としては最後、５つ目の議題

となってございますが、資料の１１ページ目、資料５、「新千歳空港周辺地域振興基金に

ついて」の資料をご覧いただきたいと存じます。 

 まず、１の「基金の概要」についてでございます。 

 造成目標額、一番左端になっておりますが、３０億円に対しまして、令和２年度末時点

で１９億５，９００万円が造成済となってございます。令和３年度に２社から７０万円の

寄附を受けたことから、令和３年度末の造成済額につきましては、１９億５，９７０万円
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というふうになったところでございます。 

 ３０枠合意を契機といたしまして、道内で事業活動をされている企業を中心に基金造成

への協力要請を行ってきた結果、現在までのところ、１７社から総額１億１，７５０万円

の寄附の表明をいただいたところで、この表明をいただいた企業の皆様方からは、令和３

年度末までに全て納入いただいたところとなっております。 

 これまでにご寄附いただいた主な企業につきましては、中段の「主な寄附企業」に記載

のとおりというふうになっているところでございます。 

 次に、２の「基金造成に向けた取組」についてでございます。 

 令和３年度まで、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして、企業等に対する個別

の協力要請を差し控えていた、中断していたところとなっております。現在、新規感染者

数が全国的には、道内も含めてそうなのですが、まだまだ拡大傾向にあるといったことで

はございますけれども、これまでの地域からのご要望といったことも踏まえまして、今後、

感染状況や社会情勢などを見極めながら、経済界などとも再開の時期や要請先などについ

て協議を図りながら、今年度につきましては要請活動を再開し、可能な限り基金の確保に

努めてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

 なお、基金の造成目標額の未達成分につきましては、道といたしまして１．５％の金利

見合いで、今年度につきましても約１，５００万円の補助をさせていただいているところ

でございます。 

 また、今後の検討課題になってまいりますけれども、造成済の基金につきまして、現在、

国債ですとか企業の社債を購入いたしまして運用をしているところでございますが、基金

の運用益を得て、地域の町内会活動助成事業等に取り組んでいただいているところでござ

います。造成済の基金につきましては、今後、順次満期を迎えるといった状況もございま

すことから、現在、財団のほうとも今後の基金運用に関しまして検討を進めているといっ

た状況でございます。少しでも運用利率のいいものに振り替えるといったことも含めまし

て、今後検討していきたいというふうに考えております。 

 本日現在、まだ具体的な検討内容をお示しすることができない状況にはございますけれ

ども、できる限り早く報告できるよう検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解

のほうをお願いしたいというふうに考えているところでございます。 

 新千歳空港周辺地域振興基金に関する説明は以上でございます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、

ご質問等はございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、ないようでございますので、最後に（６）

その他を議題といたします。 

 本日の議題については全て終了となりましたが、委員の皆様からほかに何かご意見、ご
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質問等はございますでしょうか。 

 Ａ委員、お願いいたします。 

●Ａ委員 一つはデアイシング、それと、民間委託の地域の情勢に関しての質問でござい

ます。 

 まず、デアイシング、有色防除雪氷剤についてです。 

 来年の冬ダイヤから、機体に色をつけたデアイシングをするということだけれども、こ

れは、新千歳空港に関しては沈砂池方式で処理し、冬の場合は雪に、クールプロジェクト

という名前をつけているようですけれども、そこに溜めておいて、薄めてから放出すると

いうような計画です。ですけれども、もうこの空港は、沈砂池方式なんて無理だと思いま

す。ゲリラ豪雨とかそういうのでは、今の容量では賄えないという報告も書いてあるわけ

ですよ。それを、美沢川を含め、美々川、ウトナイ湖まで流すこと自体がもう駄目だと思

う。この地域は、やはりここはラムサール条約の指定地ですから、自然保護区です。空港

の安全対策とはいえ、環境を破壊してまでやるものではない。だから、やはり、汲み取っ

て、ちゃんと処理してリサイクルして、そういう新しい空港に変わらなければ駄目じゃな

いかなと思います。 

 今までも無色のものをかけていました。そして、効果がないからといってまた戻ってい

ってかけていた、あそこにはデアイシングエプロンがあるのだけれども、機能していなく

て、また増設するということは聞いておりましたが、こういうやり方をいつまでやるのか

なと思っております。この地域では認められないですよ、こういうことは。ずっとやろう

としても。 

 ここには資料がありませんけれども、日本全国の空港におけるデアイシングの７割がこ

の新千歳空港に、半端ではない数量をまいていて、効果が薄れるまでということは本当に

信じていいのかどうか分かりません。 

 もう一つお願いがあります。苫小牧市内５箇所のポイントを測定地域にしています。そ

の１箇所目が沈砂池のすぐそこで取ることになっているけれども、入れないからといって

１回も取っていません、去年も。これは、そちらの空港を疑うわけじゃないけれども、や

はり苫小牧市も一緒に行って、１番目のポイントのところを取っていただきたいなと僕ら

は思っているのです。５箇所のポイントのうち、今は４箇所しか苫小牧市の環境保全課は

取っていません。だから、沈砂池の所で、あれは苫小牧市のエリアですから、行かせても

らって、ちゃんとデータを取って、我々に説明するのならいいけれども、そこは入れない

から取りませんでは、何かブラックゾーンのエリアだなと思っております。 

 デアイシングのことはこれだけにしておきます。 

 それから、もうコロナ禍になっていますけれども、民間委託になってから、２次交通が

どういうふうになったかも分かりません。苫小牧市と空港との関わりも報告がないから、

我々としては何をやっているのか分かりません。今、分かる段階で説明をいただきたいと

思います。 
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●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、最初に北海道エアポートからお願いしま

す。 

●北海道エアポート株式会社（地域共生部長） ご質問ありがとうございます。 

 まず、デアイシングのほうですが、私も、この協議会の前に事前に道庁、苫小牧市で事

前に委員の皆さんをお訪ねした際、有色デアイシングに対して非常にご心配のお話がある

ということは聞いておりました。 

 これにつきましては、国が中心に行っていくことになっています。近く国とお会いする

機会がございますので、本委員からいただいたお話を私からも申し上げたいと思っており

ます。 

 それと、測定に関して、苫小牧市にご報告している測定地点は６箇所でございますけれ

ども、１箇所ができないというお話でございますが、我々の私有地でございましたので、

我々で測定して、その結果については苫小牧市にもご報告はしておりました。 

 ただ、ダブルチェックが必要であるということであれば、苫小牧市とも相談しながら、

一緒に立会いの上で測定するというような形で情報公開に努めていきたいと思っておりま

す。 

 それからもう一つ、２次交通のお話ですが、私どもも非常に関心を持っています。やは

り、こことは別の会議体に苫小牧市、道庁、それから、地元の商工会議所、観光協会等が

入っている協議会がございますが、そこでも非常に関心を持っていただいております。 

 実際、２次交通に関しましては、ＪＲ、バス、タクシー等がございますけれども、ＪＲ

のスルー化については、今、関係機関のほうでいろいろ検討されているということで、私

どもはその動きを注視しているところでございます。 

 あとは、タクシー、バスに関しましては、今年の年初大雪が降りまして、新千歳空港が

非常に混乱して滞留者が発生したということがございましたけれども、バス業界、タクシ

ー業界のご協力をいただいて、有事には一緒に協力して取り組んでいこうという協定も締

結させていただきました。 

 いずれにせよ、２次交通問題は、地域の皆様の足の問題も含めて非常に重要なものであ

ると思いますので、我々も情報収集に励みながら、道庁、苫小牧市ともいろいろ協議して

まいりたいと思います。 

 以上でございます。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 苫小牧市から補足させていただきます。 

 まず、１点目の調整池に関して、汲み取り式にすべきだということは、過去の航空機騒

音対策協議会でもご意見として伺っており、その辺に関しては、今まで国やＣＡＢに要望

してきた経過はございます。先般、５月に航空機騒音対策協議会で国から説明がありまし

た。先日も国と連絡を取っているのですけれども、国としては、先日の協議会において地

域の方々のご意見を真摯にお聞きすることができたということで、それをしっかり受け止

めて、今、検討しているということを聞いております。 
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 今後、先ほども北海道エアポートが言っていましたとおり、国交省と北海道エアポート、

それから、苫小牧市でこの件に関しては打合せをする予定になっておりますので、その辺

はまた地域の方々に情報を出しながら、航空機騒音対策協議会等で報告をさせていただき

たいと思います。 

 それから、２点目の水質のポイントに関しましては、５箇所あって、１つが空港内にあ

る調整池のすぐ間際ということで、なかなか人が入れる地域ではないところなのですけれ

ども、この辺の水質調査に関しましては、国の水質調査基準というのが決められている中

で北海道エアポート、それから苫小牧市で調査をしているものですから、その辺は、今後、

市の環境部門と北海道エアポートで話合いをして、その水質調査の調査結果を見せていた

だくなど、統一した調査結果を基に報告をしていきたいというふうに考えております。 

 最後の３点目の民間委託につきましては、ちょっと言い訳になってしまいますけれども、

なかなかこの２年半、コロナの影響もあって、対面で協議会なりお話合いをする機会が、

この民間委託になって、北海道エアポート、それから、観光協会や商工会議所、苫小牧市

などで地域共生に関して話し合っていく予定だったのですけれども、これまではなかなか

コロナの影響もあって、オンラインで会議をする程度でしたが、今後、対面での話合いも

できますので、しっかり協議をさせていただきながら、地域の方々にも情報を流していき

たいというふうに考えております。 

 以上です。 

●Ａ委員 苫小牧市に民間委託に関してはよろしくお願いし、できればこういう協議会の

場に資料の提出を、どんな形で進んでいるのか出していただければ大変ありがたいと思い

ます。 

 最初のデアイシングと、今、室長の言ったことに僕は納得しませんよ。新千歳空港は、

空港が始まる前と終わりは必ずＣＡＢ、東京航空局が１周ぐるっと回って、沈砂池のそば

まで行けるようになっています。行けない場所ではないです。僕らも見学させてもらって

います。ですから、そこは立入検査ができない場所じゃないですよ。必ず行けるようにル

ートをつくってある場所ですから、そちらが許可すれば行って取れる場所ですから、僕ら

も一度、僕は前の沈砂池のときも見学させてもらっていますけれども、新しい沈砂池のほ

うも、今、ゲート式で大きくなりましてから見せてもらっています。そこには必ず、東京

航空局の黄色いマークが入った車が走っているのを見ていますから、そんな行けない場所

なんてあり得ない話です。そんな理由なら、僕は納得しないな。 

 それで、何を測定しているかといったら、ＢＯＤを測定していると思うのですよ。だけ

れども、去年までは２．０の基準値内に０．５とかあったことになっています。３年前、

植苗とあそこで２．３、そういうデータもあるのですよ。そして、過去には、魚の曲がっ

たのとか奇形のものも報告されているのです。 

 この自然保護区は、無害になって、今も０．５ぐらいを流したことになっているのだけ

れども、沈砂池方式で大量にかけるものを、色をつけるということは、むらなくかけると
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いうことだと思うのです。だから、無害になるまでと言うけれども、それはあり得ないと

思っています。それを我々は認めることはできないと思いますよ。それは北海道の道河川

なのですよ、下はね。湿原保存の川で、北海道に４つぐらいしかない川の一つなのですよ。

その下はラムサール条約湿地ですよ。 

 その保護区に、上では航空の安全といって、じゃんじゃんそういうものをかけて、誰も

かけるなとは言わないけれども、その処理は沈砂池方式、これはいかがなものかと思いま

すよ。僕らはこうやって言ってきたのだけれども、一向に、国ですか、国というのは国民

のためにある国ではないのですか。国土交通省になぜそういうことを提言できないか、僕

はちょっといかがなものかと思いますよ。 

 北海道エアポート、もう少ししっかりしてもらわないと、国が決めたからそのとおり何

でもやればいいというものではないと思いますよ。民間委託にするときだって、頼んで頼

んで民間委託になって、地域とのこういうことはほとんど変わらなくやるということをお

約束したはずなのです。それを今になってから、国がやるから我々の管轄でないようなこ

とを言われても、やっぱり地域が困っていることを言ってくださいよ。 

 そして、この間も前段の会議で、すたこら帰っていっちゃったのですよ。そんなことは

あり得ないと思いますよ。 

 私は納得しませんね。 

 以上です。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 先ほど説明させていただいたのは、検討ができない

というわけではなくて、しっかり地域からの要望を国交省、それから、北海道エアポート、

市で話合いをするということで、地域からの要望である汲み取り式にしたほうがいいので

はということもここで話合いをして、その後、地域の方々にその結果なり協議内容をお示

しして調整していくという形になりますので、言いなりになっているわけではなくて、今

後しっかり地域の方々の要望をしっかり伝えながら、どうしていくかということは話し合

っていきたいと思います。 

 それから、水質調査の関係でございますけれども、先ほど、場所に行けないというわけ

でなくて、立入制限区域ではありますけれども、航空機騒音対策協議会で調整池には視察

にも行かせてもらっております。 

 ただ、この水質検査をするためには、何度も行かなければいけないですし、その辺は、

行く方法もありますし、水質調査というのは、多分、外注なさっていると思いますので、

その辺のデータを環境保全課で見ればその辺は分かりますので、そういう方法ができない

かなど、現場に行って水質検査するという方法も踏まえて、そこはしっかり話合いをして

いきたいという意味で先ほど回答させていただきましたので、よろしくお願いいたします。 

●Ａ委員 国に要望しているのはいいですけれども、水質汚濁の１番は北海道エアポート

の施設の範囲の中だから、それは後から委託しているところがやるとかじゃなくて、やる

ということを確約してもらわなかったら、これはいつまでもグレーゾーンですよ。これで
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は我々は信用しないですよ。１者だけしかやらないなんて。 

 やはり、第三者にやらせるにしても、苫小牧市も立ち会うとか、そういうのでなかった

ら、今日はデータが出ていませんけれども、何の意味もないと思いますよ。そこまでみん

なお任せでやるのかという感じですね。 

 あと、国のことは、室長が言うように、やってくれるのを期待するのみだけれども、今

の水質検査まで、そこまでグレーにするのだったら、やっぱり地域に対する考え方を変え

なきゃ駄目だなと思いますよ。 

 それならば、５箇所のポイントを４箇所にすればいいのです。１番のところを２番にす

ればいい。できませんと書くこと自体がおかしいじゃないですか、１番のポイントをやら

ないで。白紙ですからね。そんなことはあり得ないと思いますよ。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 水質調査の関係で、横棒が引かれている調査してい

ないところをおっしゃっているのだと思いますけれども、これは、今は北海道エアポート

ですけれども、もともと国土交通省が新千歳空港を管理しております。その調査をするタ

イミングが市と合っていないので、横棒で、そこはやっていない期間ということで、ちょ

っと資料の見せ方ということではおかしいところがあったと思います。 

 ただ、これは、グレーにしているわけではなくて、北海道エアポートを疑うわけではな

くて、その辺はしっかり、国の水質調査基準に則り、市と北海道エアポートも水質調査を

しておりますので、市が水を汲み取って調査をするという方法も一つですし、国の水質調

査基準に則り調査した資料を提供してもらって確認をしていくという作業もありますし、

その辺はしっかりお話をして、どういう方法がいいかということは今後の協議会でしっか

り報告をさせていただきます。 

●Ａ委員 もう時間ですからこのぐらいにしておきます。 

 どちらにしても、苫小牧市のやり方はおかしいと思いますよ。１、２、３、４、５箇所

のポイント、横棒を引いたけれども、やっていないわけではないのなら、そこに数字を入

れればいい。誰が見たって、入っていないのだから、やっていないとしか考えられないの

ですよ。ほかの２、３、４、５は全部数字を入れてあるのですよ。それで、年に１０回も

やるわけではないのですよ。そこまで我々をおかしく言うのであれば、グレーにしていな

いと言ったって、疑わざるを得ないね、これは。 

 これでやめます。以上です。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） その辺に関しては、しっかり次回に報告できるよう

にしておきたいと思います。 

 続きまして、Ｃ委員、お願いします。 

●Ｃ委員 今のことに関係して水質検査についてですけれども、滑走路に融雪剤を冬に使

うと思うのです。それに対して、今、地域の人たちは、塩分を含んでいるのではないかと

いう疑いの目で見ています。それで、水質検査においても、塩分量の測定というものを追

加してもらいたいというふうに考えております。 
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 それと、融雪剤は塩分を含みませんよという品質証明書といいますか、成分表といいま

すか、そういうものを次回のタイミングで提示してもらいたいと思います。 

●北海道エアポート株式会社（地域共生部長） ありがとうございます。 

 いろいろご心配をおかけして申し訳ございません。 

 融雪剤に関しましては、これまでもそうなのですが、塩化カリウムとか塩化カルシウム

等の環境に大きな影響を及ぼす成分は使っておりません。そういう中で、今、委員さんが

心配していたことについては一応対処してございますが、ご理解いただければと思ってお

ります。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、Ｃ委員から要望のありました品質証明、

どんなものが何％入っているのかというところは、北海道エアポートから後ほど頂いて、

報告をさせていただきます。それに基づいて、塩分調査が必要なのかというところも北海

道エアポートと相談して、地域の方々にお示ししたいと思います。 

 Ｂ委員、お願いいたします。 

●Ｂ委員 今の件は、苫小牧市のことに関わるものですから、今日、代表で来ておられる

副市長は、そのことを約束して、地域の宿命だと思って我慢していることを我慢させない

地域にしてほしい。 

 以上です。 

●苫小牧市（副市長） 地域にとっても不便を感じている、そして、懸念の部分というの

は多々あると思います。皆さんからいただいた意見については、しっかりと市としても対

応できるように協議を進めていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

●Ｂ委員 市長にも言っておいてください。 

●苫小牧市（副市長） はい。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、ほかにございますでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 北海道から何かございますでしょうか。 

 それでは、ないようでございますので、協議会の閉会に当たりまして、交通企画監から

ご挨拶を申し上げます。 

●北海道（交通企画監） 皆様、今日は、長時間にわたり熱心なご議論をありがとうござ

いました。 

 本日皆様から大変貴重なご意見をお寄せいただきましたので、心より感謝申し上げます

とともに、調査すべき事項等、ご指摘いただきました点については、しっかりと確認して

まいりたいと思っております。 

 また、今日は道営住宅のほうを事前に見させていただきまして、子育て世代の方が外に

出て遊んでいらっしゃるのを見て、非常にそうしたニーズも高まっているということを確

認できたというふうに思っております。しっかり持ち帰って検討させていただきたいと考

えております。 
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 いずれにしましても、今後の住宅防音対策を含めまして、地域振興対策の取組にできる

限り反映させてまいりたいと考えております。市、財団、北海道エアポートと連携しまし

て、ここにいる地域の皆様の安全・安心な暮らしが確保できますように、引き続きしっか

りと取り組んでまいりたいと考えております。 

 道といたしましては、新型コロナウイルスの感染防止対策に全力を挙げながら、同時に

航空需要の拡大も含めまして、新千歳空港並びに周辺地域の皆様の活性化に繋げてまいり

たいと考えております。 

 今後とも引き続きご理解とご協力を賜りますよう、この場を借りて厚くお願い申し上げ

ます。 

 本日は、どうもありがとうございました。 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） 続きまして、副市長からご挨拶を申し上げます。 

●苫小牧市（副市長） 本日、住宅防音対策、地域振興対策の進行状況をはじめ、新千歳

空港の情勢などについてご協議をいただいたところであります。 

 本日の協議結果をしっかり踏まえまして、北海道として新千歳空港周辺環境整備財団と

連携しながら進めてまいりたいというふうに考えております。 

 また、先ほどＢ委員からありましたように、市に対するご指摘もございましたので、そ

こについてはしっかりと対処させていただきたく、よろしくお願い申し上げたいと思いま

す。 

 最後になりますが、委員の皆様には、これまでも大変なご負担をおかけしたところでご

ざいますが、引き続きのご理解、ご協力を心からお願い申し上げまして、挨拶とさせてい

ただきます。 

 本日は誠にありがとうございました。 

 

４．閉  会 

●苫小牧市（まちづくり推進室長） それでは、以上をもちまして、第５２回新千歳空港

の２４時間運用に関する苫小牧市地域協議会を終了させていただきます。 

 本日は、誠にありがとうございました。 

                                  以  上   


